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（例） 学習者Ａさんの状況 

【出身】 タイ 【性別】女性  【年齢】30代 

【来日経緯・日本滞在の理由】  

 タイで出会った日本人駐在員と結婚して来日。
現在幼稚園に通う娘（５歳）がいる。 

 

【日本語レベル】  

限られた語彙をつなげて、簡単な会話ができる 

 

【母語】 タイ語 



 

 

【過去の外国語学習経験】  

タイの中学校の授業で英語を履修した（現在、
英語でのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝはほとんどできず、日常
的にはほとんど使えず、ごく基礎的な単語がわ
かる程度） 
 

【現在の社会的な役割・立場】 
主婦、妻、母親（子育てに余裕ができ、自分に
できる仕事があったらパートに出たいと思って
いる） 
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【生活課題】 
●保護者としての役割を果たすこと 

  ・・・現在、子どもの幼稚園からのなものを準備したり、行事
に参加したりできるようにならなくてはと思っている。幼稚園の
関係者（教師、他の保護者など）とのコミュニケーションもできる
ようになりたい。 

 

●家族の健康・安全を守ること 

  ・・・現在、病院に行くときには、夫に会社を休んでもらって付
き添ってもらっている。子供の急な病気やけがで自分で対応し
なくてはならないこともあるので、自分だけでも子供を連れて病
院にいけるようになっておかなくてはと思うが、不安がある。 

 

●将来、仕事ができるようになること 
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これらの課題の中で、 
優先度の高いものは？ 
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Ａさんが自分の力で病院に行けるようになるためには 

何が必要か（１） 

＜日本語を使ってできるようになるといいこと＞ 

➢周囲の人に症状・様態を伝えて、助言（地域のどの医療機関に
行くとよいか、など）を求めることができるようになる 

  ・・・自分の症状を伝えることばを知り、部分的にでも使えるようになる 

 

➢「多言語医療問診票」を使って（「これ、おねがいします」と言って
問診票を出して）、受診の受付ができるようになる 

 

➢自分の症状などを伝えたり、医師の診断や指示を理解する 

    ・・・重要なことはメモに書いてもらい、家に持ち帰って家族と共有したり、周
囲から助けを得たりする際に使えるようにすることも考慮） 

 

➢ 
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Ａさんが自分の力で病院に行けるようになるためには 

何が必要か（２） 

＜知識・情報として＞ 

➢日本の医療システム、医療機関を受診する際の手続き
の流れ    

  →病院で どのようなことが どのような手順で進むのか、 

    ある程度のイメージをもって備えられるように 

 

➢「多言語医療問診票」の存在 

 

➢医療通訳サービスのアクセス方法など 

 

➢地域で評判のいい病院・医院、 評判の悪い病院・医院、  

診療時間、交通アクセス等の情報 

➢ 
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Ａさんのための 行動・体験中心の活動案 

〜教材例集の活動案をもとに調整を加えて〜 

  

 

 

➢教材例集  
 p.７ 
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Ａさんのための行動・体験中心の活動案 

〜教材例集の活動案をもとに調整を加えて〜 

 

 
 

 

 

行動を起こすために必要な 
知識・情報についても考慮 
 
→日本の医療制度（母国の制
度との違い）、 
医療通訳サービス活用法、 
多言語リソースの活用法、地
域の病院・医院の評判、 
診療時間、交通アクセスなど 

・Ａさんが、この行動を実際に 
起こせるようになることを目指す 
 
・教室活動そのものも、行動・体
験中心（参加型）に 

➢教材例集  
 p.７ 
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イメージを
つかむ 

➢教材例集 
  p.８ 

「日本で病院へ行きましたか。」 
「かぜ？」「おなか？」 
「だれと 行きましたか。」 

イラストを一緒に見ながら、病
気をした経験や、病院・医院で
診察を受けた経験について尋ね、
話してもらう 
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「Ａさんは 日本で病院へ行きましたか。」 
「どうして 病院へ行きましたか。」 
「かぜ？」「おなか？」 
「だれと 行きましたか。」 

Ａさんの日本語レベルと状況に合わせて
調整 

Ａさんにとっての課題を確認し、それを
解決できるようになりたいという気持ち
を引き出し、共有する 
（課題提起 problem posing) 

➢教材例集 p.18 
 指導ノート 
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＊一人で病院に行けるようになりたいが、ど
うしたらいいかわからない、という話が出て
きたら、 
 
「これは多言語医療問診票です。」 
「タイ語もあります。」 
「これを 書きます。病院で 出します。 
 だいじょうぶです。」 
「ほしいですか？ 使ってください」 
 
＊例えば神奈川県内の公立病院であれば、 
 病院側が必要だと判断すれば、病院側の費
用負担で【医療通訳】が手配してもらえる制
度がある。そのためにも、まずは何とかして、
病院に行って初診を受ける必要があることを
伝える。 



多言語医療問診票 （作成：NPO法人国際交流ハーテイー港南台） 
http://www.k-i-a.or.jp/medical/ 
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➢教材例集 
  pp.9-10 
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Ａさんにとって  
わかりやすいことば、 
使いやすいことばに 
調整。 

絵カードを使って 
カルタ取り 
ジェスチャーゲーム 
→身体を動かしながら 
 ことばを身に付ける 
 工夫 

＜ロールプレイ＞ 
Ａ：（ひいたカードの絵にあわ
せて、ジェスチャー） 

Ｂ：（心配そうに） 

  「どうしたんですか」 
Ｃ：（苦しそうに） 

  「おなかが いたい…」 

体験・行動
する 

➢教材例集 
  p.11 
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参加者それぞれが、自分がかかりそうな
病気・症状を想定して、問診票を記入 
 
診療所で問診票を出しながら話す場面を
想定 
 
協力者と一緒に、想定される場面を考え、 
それぞれの日本語レベルに合わせて  
会話例を一緒に作ってみて、 
ロールプレイ。 
 
疑似体験により、実際に必要な時に行動
できるように備える 

➢教材例集 
  pp.12-13 

Aさんの場合は、医師の診断について、 
「すみません、メモを書いていただけませんか
（書いてください）。主人にも見せます。」と、 
医師やスタッフに依頼することも、取り入れる 



13 

次の回、別の回に行ってもよい。 
教室全体の長期的プロジェクト
にする 

教室に参加している学習者・指導者・
協力者（地域住民）みんなで、 
地域の病院や医院について情報を出し
合い、「医療機関マップ」を作成して
みる。 
 
それぞれに行ったことのある病院・医
院の名前を挙げ、そのときの体験を語
りながら、病院・医院の特徴や、多言
語サポート状況等をリストアップ。 
 

➢教材例集 
  p.14 

協働作業の中で対話が活性化 
 
地域住民が、外国人がおかれている
状況を知り、課題解決・状況改善の
方法について、共に考え行動してい
くきっかけ作りも 
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➢教材例集  
 p.32 
  

＜バリエション＞ 
風を引いたときの対処法について、 
教室の仲間や地域住民と対話 
 
→国や地域などによる  
   対処法（＝文化）の多様性を  
 相互に理解 
 
 人間として共通することへの 
 気づき 
（人はよりよく生きるために助け合い、 
 知恵を共有し、 
 世代を超えて伝えあう） 
 
＊「(02)薬を利用する」収録の 
  教材を活用 
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＜バリエション＞ 
身体ほぐし・ 
ウォームアップに 
「日本語エアロビクス」を 
してみても！ 

「ことば・表現シート」は、行動・体験活動の中
で必要に応じて参照するためのもの。 

➢教材例集 
  p.15 


